
八 七

五
月
五
日
子
ど
も
の
日
、
天
神
さ
ん
境
内
で
赤
ち
ゃ

ん
の
「
泣
き
相
撲
」
を
本
年
も
斎
行
い
た
し
ま
す
。

　
昨
年
の
子
ど
も
の
日
は
生
憎
の
雨
模
様
で
し
た

が
、
天
神
さ
ま
の
御
神
前
は
赤
ち
ゃ
ん
の
元
気
な
泣

き
声
と
ご
家
族
の
笑
顔
に
包
ま
れ
、
終
日
和
や
か
な

開
催
と
な
り
ま
し
た
。

　
岩
津
の
天
神
さ
ま
は
子
ど
も
の
神
様
。
病
を
除
け

無
事
生
育
を
祈
る
お
社
で
す
。

　
ま
た
天
神
さ
ま
・
菅
原
道
真
公
の
先
祖
は
日
本
初

の
相
撲
取
り
と
言
わ
れ
る
野の

み
の
す
く
ね

見
宿
禰
。

　
当た

い
ま
の
け
は
や
と

麻
蹴
速
の
取
り
組
み
は
日
本
初
の
相
撲
で
す
。

勝
敗
は
野
見
宿
禰
の
大
勝
で
し
た
。

　
昔
か
ら
「
泣
く
子
は
育
つ
」
と
言
わ
れ
、
泣
く
こ

と
は
、
医
学
的
に
も
赤
ち
ゃ
ん
の
心
肺
機
能
を
発
達

さ
せ
、
健
や
か
な
成
長
に
大
切
な
働
き
が
あ
る
と
言

わ
れ
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
赤
ち
ゃ
ん
の
元
気
な
泣
き
声
は
邪
気
を
祓

い
福
を
招
く
と
も
言
い
ま
す
。

　
泣
き
相
撲
は
先
に
泣
い
た
方
が
勝
ち
と
な
り
ま
す

が
、
そ
の
勝
敗
よ
り
も
、
子
育
て
の
節
目
に
天
神
さ

ま
の
御
加
護
を
い
た
だ
き
、
赤
ち
ゃ
ん
と
親
御
さ
ん

の
幸
せ
を
招
く
神
事
で
す
。

　
是
非
本
年
も
多
く
の
赤
ち
ゃ
ん
の
ご
参
加
を
お
待

ち
し
て
い
ま
す
。

　
昨
年
白
壽
を
迎
え
ら
れ
た
服
部
貞
弘
岩
津
天
満
宮

名
誉
宮
司
。
そ
の
波
瀾
万
丈
の
人
生
を
綴
っ
た
一
代

記
「
あ
ゝ
我
が
人
生
」が
こ
の
度
発
刊
さ
れ
ま
し
た
。

　
こ
の
一
代
記
は
平
成
十
年
頃
、
服
部
名
誉
宮
司
が

自
ら
の
半
生
を
語
っ
た
ビ
デ
オ
テ
ー
プ
十
時
間
ほ
ど

の
収
録
が
下
敷
き
に
な
っ
て
い
ま
す
。
　

　
そ
の
生
い
立
ち
か
ら
青
春
時
代
、
軍
隊
時
代
を
経

て
、
神
主
と
し
て
地
域
の
活
動
に
深
く
関
わ
り
、
そ

の
経
験
を
生
か
し
神
社
界
で
大
き
な
役
割
を
果
た
さ

れ
た
大
正
か
ら
平
成
ま
で
が
綴
ら
れ
て
い
ま
す
。

　
服
部
名
誉
宮
司
の
半
生
は
、
歴
史
の
荒
波
に
大
き

く
翻
弄
さ
れ
た
日
本
の
姿
を
同
時
に
知
る
こ
と
に
な

り
、
時
代
の
記
録
と
し
て
も
貴
重
で
す
。

　
服
部
憲
明
宮
司
は
一
代
記
の
あ
と
書
き
で
こ
う
述

べ
て
い
ま
す
。

「
神
明
奉
仕
七
十
四
年
。
人
生
の
先
輩
方
の
引
き
立

て
を
得
、
そ
の
与
え
ら
れ
た
生
命
を
世
の
中
の
た
め

に
燃
や
し
続
け
て
九
十
九
年
。
藍
綬
褒
章
の
祝
い
に

始
ま
り
、
神
職
身
分
特
級
昇
進
・
古
希
の
祝
い
、
叙

勲
の
祝
い
、
長
老
受
称
の
祝
い
、
米
寿
の
祝
い
、
卒

寿
の
祝
い
、
こ
の
度
の
白
寿
の
祝
い
と
、
数
々
の
お

祝
い
事
を
重
ね
て
参
る
こ
と
が
出
来
ま
し
た
。（
中

略
）

　
大
正
昭
和
平
成
と
大
変
な
時
代
を
生
き
抜
い
て
き

た
田
舎
の
一
神
主
の
生
き
様
が
、
何
の
お
役
も
影
響

も
及
ぼ
す
と
は
思
い
ま
せ
ん
が
、
ご
笑
覧
頂
け
れ
ば

幸
甚
に
存
じ
ま
す
。」

　
補
筆
は
、「
碧
南
出
身
の
人
物
伝
『
服
部
長
七
物

語
』
人
造
石
を
発
明
し
た
土
木
の
神
さ
ま
」（
碧
南

市
史
料
別
巻
五
）を
執
筆
さ
れ
た
、
浅
井
久
夫
氏
。

　
本
書
は
非
売
品
で
す
が
、
ご
要
望
の
方
は
岩
津
天

満
宮
社
務
所
ま
で
お
問
合
せ
く
だ
さ
い
。

平
成
二
十
七
年
五
月
五
日

奉
納

岩
津
天
神
泣
き
相
撲

赤
ち
ゃ
ん
大
募
集

「
あ
ゝ
我
が
人
生
」

服
部
貞
弘
岩
津
天
満
宮
名
誉
宮
司

一
代
記
発
刊

赤
ち
ゃ
ん
と
親
御
さ
ん
の
幸
せ
招
く
神
事

◎
参
加
要
領

　（
一
）  

参
加
資
格
●
生
後
六
ヶ
月
か
ら
一
歳
半
ま
で
の
男
女
児
・

　
　
　
　
　
　
　
　
先
着
二
百
名
・
完
全
予
約
制
！

　（
二
）  

参
加
料
●
七
千
円

　
　
　
　
　
　
　
　
き
ょ
う
だ
い
で
参
加
の
場
合
二
人
／
一
万
二
千
円

　（
三
）  

参
加
特
典
●
特
製
御
守
・
健
康
祈
願
・
参
加
記
念
ハ
ッ
ピ
・

　
　
　
　
　
　
　
　
お
み
や
げ
付

◎「
泣
き
相
撲
写
真
展
」二
月
下
旬
ま
で

　
岩
津
天
満
宮「
洗
心
の
間
」に
て
平
成
二
十
六
年
度
の
泣
き
相
撲
の

　
模
様
を
ご
覧
頂
け
ま
す
。

詳
し
く
は
岩
津
天
満
宮
社
務
所
ま
た
は
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

先
着
順
で
す
の
で
お
早
め
に
ご
応
募
く
だ
さ
い
。

平成五年五月二十五日
神社本庁より多年に亘る功績に対し

長老の敬称と鳩杖を授かる

父
と
子
と
孫
三
代

右
か
ら
服
部
貞
弘
名
誉
宮
司

服
部
憲
明
宮
司
　
そ
し
て

服
部
良
亮
権
禰
宜


